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吉村先生をしのんで
原因篤己
吉村先生が突然亡〈なられて，私達ゼミ生は大きな心の支えを失なったような気持で
すn 今，ゼミ生を代表して，またゼミ生の 1人として，私達の悲しみと先生に対する深
い尊敬と感謝の気持壱白べさせていただきます。
私達は1年あるいは 2年間先生のもとで教えを受けてきました。今ふりかえってみる
といろんなことがありましたが，とても短くして牢〈過ぎてしまったような気がしま
す。もっともヮと先生から多〈のととを学び，一緒にお需ししたかったのです。それで
(247) 97 
も先生といっしょに勉強したこの間に，先生に尊敬と同時に親しみを感じ，特に先生の
素朴で快活な笑顔と笑い声が強〈私達の心lこ残ョています。それを思い出すと心が暖ま
勺てきます。
先生の専攻は恐慌の理論的研究でした。私達のゼミではこの 1年はヒノレファディング
の I金融資本論」壱勉強しました。私達がまず報告し討論を始めます。先生はその間黙
ってきいておられますが，一度質問合寸るとたいてし、先生のお話は長くつづきました。
先生は質問に関連Lた大切なこ~を話して〈ださやたのですが，私の方はまだほかにも
わからないところがたくさんあるのにとやきもきしていたこともありました。また先生
はよく事実やご経験と結びつけて理論を説明してくださいました。それ壱過して私達は
正しい学聞の方法を学ぶことができた ζ 思います。私達は経済学の第一歩をふみだした
ばかりですが，この時に先生のご指導をえたことを心から嬉し〈思っています。
私達にとってゼミの時聞は楽しいものでしたが，そのほかコンパの時のことが楽し〈
思し、出されます。私達のことを気にかけて〈だされまた先生ご自身もお好きだったの
でしょうが，よく先生の方から「コンバをしようリといわれました。なかでも先生の
お宅でョンバをした時には，暖かい家庭の雰囲気の中で私達の心はやわらぎ元気づけら
れました。またイシゼミに向けての勉強で私達が疲れていた時，先生は南禅寺に湯ドウ
フを食べに連れていって〈ださいました。私はこれらの楽しい思い出と先生のやさしい
お心壱いつまでも大切に覚えていたいと思います。
今度先生が教授になられて私達は嬉しく思ってし 1ました。そして先生が一日も早くよ
くなられて，主たご一緒に勉強できる日号楽しみにしてい主した。来年度壮多勢の新3
回生が吉村ゼミに来ることになっていました。先生がなくなられて私達は今悲しくてし
かたがありません。でも先生の御J固にお答えするためにも，今まで先生から学んだこと
の上に，さらに学問し真理壱探求していく決意です。
先生，どうぞ私達を見まもっていて〈ださし、U
